
 新年度が始まり、2 か月が経過しまし

た。「スタートダッシュ」をキーワードに

一生懸命がんばっている子どもの姿をほ

ほえましく感じながら、さらなる輝きを

求めて、教職員も、懸命にそして楽しく

務めております。 

さて、先日、十王鷹山 

地区放課後子ども教室の 

実行委員会に参加させて 

いただきました。定期的 

に様々な楽しい催しを企 

画くださり、ご自分の時間を割いて、子

ども達を面倒くださっていることに頭が

下がりました。その席上、会員の方から、      

「昨年度は集まることができず、子ど 

 も達の顔も見られず、残念でした」 

「また、子ども達といっしょに活動 

 できるのが楽しみです」 

「また、子どもからエネルギーをいっ 

 ぱいもらいます」 

とのお言葉が多数ありました。心が躍り

ました。荒砥小学校の子ども達は本当に

めんごいのですが、その大きな根っこが

ここにあるのだと確信しました。「地域の

子どもは地域で育てる」という大きな命

題が継続して掲げられておりますが、そ

れを体現している本校区です。自分の子

どもをかわいがるのは至極当然のことと

して、地域の子どもを我が子のように考

え、都合をつけて面倒してくださり、そ

れに楽しみながら取り組む…、すばらし

いことです。子獅子やスポ少等子どもが

地域で集う企画は他にもたくさんありま

す。それを支えてくださっている方々も

みんな同じ思いで取り組んでくださって

いるのでしょう。ありがたいことです。 

最近、地域の方から、 

「子ども達からあいさつしてもらって、

すごくうれしかった」 

「あいさつが上手な子ども達ですね」 

との声をお届けいただきました。本物の

あいさつ名人が育っていることに感動！ 

「地域の作業をしていたら、声をかけ 

 てもらって、お菓子のオダチンまで 

もらってしまいました」 

との声もいただきました。本物？！の思

いやり名人が育っていることに感動！！ 

今年も、3 年生が紅花の学習を行って

います。平成１１年に始まった取り組み

が脈々と受け継がれていますが、それを

支えてくださっているのはやはり地域の

方々。陰に陽に畑の世話をしてくださり、

子ども達の学習があたりまえにできる状

況になっています。紅花染めも荒砥小学

校ならではの体験。大人になっても忘れ

られない思い出、荒砥小学校出身という

自慢になっています。１５０年の伝統も、

地域の皆様からの力強く温かな支えによ

ってここまで育んでこられたのですね。 

今年度から学校運営協議会制度が始ま

ります。これを機に、地域の皆様ととも

に子どもを育てる仕組みが一層充実させ

てまいります。１５０周年という節目に

出会えたことを大きな喜びとして、「あい

うえお名人」が活躍する「元気！本気！

琢磨校」をめざします。 

令和 ３年 ５月２５日

みんなで育てる魅力ある学校に 
校 長  菅 原  透  


